




　尿路感染症の部位診断には,種々の方法が試みられてきているが,未だ有効な

簡易法は確立されていない。特に,小児の部位別検査法の場合,Fairley の膀胱

洗條法や逆行性膀胱造影法等,膀胱カテーテルを使用するものは安全性と簡易

さに若干の問題があり,ルーチン検査とは言い難い。簡易検査法とは,迅速,簡

便,安価,確実性を満足するものでなければならない。今回,我々は尿中 LDH の

isozyme を測定することにより,総活性量と isozyme pattern から,特に上部尿

路感染(腎孟腎炎)の鑑別に有効である結果を得たので報告する。


